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BCP対策として注目される　　ｊ

クラウドの可能性　　……･‥‥･j･‥･‥
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岫偏に｡

東日本大震災後、BCP(事業継続計画)見直しや節

電対策が急務になるなか、ネットワークを介してIT

リソース(ハード、ソフト)を利用できるクラウドの有

用性が注目されている。耐震構造や電源、セキュリ

ティなどの設備が整ったデータセンターを基盤に、

事業者から多種多様なクラウドサービスが提供され

ており、事業継続の有効な手段となりうるからだ。

－
‐
－
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取材･文菊池企画撮影・大塚悛､山本伊佐雄写真AFLOテザインBrosプロ

ラ
ウ
ド
と
は
筒
肌
に
い

え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
嘔
業
者
が

戸村智憲

日本マネジメント総合研究所

理事長

早稲田大学卒。米国ＭＢＡ修了。米国

博士後期課程（Ph､D）中退。国運に

勤務し、国連内部監査業務専門官、国

連戦略立案専門官リーダーなどを担当。

民同企業役員として監査榔舌、人事総

務統括や、IT企業アシストの顧問、経

営行動利学学会理事、岡山大学大学院

の講師などを歴任。日本クラウドユー

ザー協会会長。ＮＨＫｒクローズアッ

プ現代」出演・番組監姉やテレピ朝日

「池上彰の学べるニュース」番組監修

など、産学ともに幅広く活動中。

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
川
す
る
も

の
。
サ
ー
バ
や
ス
ト
レ
ー
ジ
な
ど
の

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
、
業
務
系
シ
ス
テ
ム
や
情
報
系

シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
各
種
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
を
自
社
で
保
有
す
る
の

で
は
な
く
、
ク
ラ
ウ
ド
ド
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運

用
・
保
守
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
手

間
と
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
。
ま
た
、

サ
ー
バ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
冷
却

に
必
要
な
空
調
設
備
な
ど
の
消
費
電

力
を
抑
え
る
効
果
も
あ
り
、
こ
の
夏

の
節
、
電
対
策
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。

　
Ｉ
Ｔ
リ
ソ
ー
ス
を
柔
軟
に
追
加
・

変
更
で
き
る
こ
と
も
ク
ラ
ウ
ド
の
特

徴
だ
。
た
と
え
ば
、
新
製
品
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
時
に
サ
ー
バ
の
リ
ソ
ー
ス

を
契
約
し
て
シ
ス
テ
ム
を
開
設
。
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
終
ｒ
後
は
リ
ソ
ー
ス
の

規
模
を
縮
小
す
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
の
変
化
に
応
じ
て
ム
ダ
な
く
Ｉ

Ｔ
を
活
用
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
利
点
に
加
え
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

対
策
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
の
有
用
性
に

着
目
す
る
企
業
は
多
い
。
東
日
本
犬

雲
災
で
は
、
建
物
の
倒
壊
や
津
波
の

被
害
に
よ
り
、
自
社
で
保
有
し
て
い

た
収
要
な
デ
ー
タ
を
失
っ
た
例
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。

　
「
地
震
に
限
ら
ず
、
自
然
災
巾
‥
で
企

業
が
大
き
な
被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
は

常
に
あ
り
ま
す
。
社
外
の
Ｉ
Ｔ
リ
ソ

ー
ス
を
利
用
す
る
ク
ラ
ウ
ド
に
比
べ
、

自
社
内
で
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
オ

ン
プ
レ
ミ
ス
は
デ
ー
タ
を
保
護
す
る

７４



図クラウド化へのIT資産棚卸しマッブ例

｢クラウド化リスクマッビング記述書｣
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　業界特機業務系

IT歯磨・システムアプリケ

ーション〔ｌ界独白一白社

独白に必Ｉとするシステム

など〕

　　基幹業務系

IT資産・システムアプリ

ケーション(会計システム

や物流管理システムなど)

　　支援業務系

ΓΥ資産・システムアブリ

ケーション(ﾒｰﾙなとの

ｸﾗｳﾄﾞ化しやすいもの)

高
　
　
　
　
　
　
低

ク
ラ
ウ
ド
化
に
伴
う
リ
ス
ク
重
要
度

ｉ

Ｓ

う
え
で
安
全
だ
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
震
災
で
、
そ

の
。
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
安
全
神
話
々
が

崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」
と
、

日
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
合
研
究
所
の

’
戸
村
智
憲
理
事
長
は
指
摘
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
活
用
で

制
約
の
な
い
Ｉ
Ｔ
環
境
を

　
災
害
時
の
リ
ス
ク
管
理
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ

1T資産項目名 クラウド化における
リスクの評価と対応

クラウド化判定と
クラウド化の効果

●IT(1) メールシステム 定量・定性的リスク低。

クラウド化して｢受容｣。

G-mailにて既存のものを

置き換えて低コスト化。

●IT② ○○基幹システム 現状ではクラウド移行時にデータ連
携が困難で運用上の支障が想定さ

れる。低減策によるクラウド化。

パブリック・クラウド化は見合わせ、

社内で統合・共通化可能な基盤に

てプライベート・クラウドで効率化。

ｉ
－

　　　　　　　　|なぜｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞが内部統制を楽にするのか｣(枝術評論社)より一部編集して引用

クラウド化への手順として、まず自社のIT資産の棚卸しと選定を行い、クラウドヘ移行する優先順位

を決める。そして、リスク評価と対応を行い、どのようにクラウドを活用していくか整理する。たと

えば情報系システムはクラウド化する一方、基幹業務系システムや業界特有の業務システムはクラウ

ドヘ移行せずに、オンブレミスのままクラウドと併用するという経営判断もできる。

を
考
え
否
っ
え
で
、
ク
ラ
ウ
ド
は
ど

ん
な
役
割
を
果
た
す
の
だ
ろ
う
か
。

戸
村
理
事
長
は
回
場
所
に
縛
ら
れ

な
い
Ｉ
Ｔ
環
境
々
を
つ
く
れ
る
こ

と
」
だ
と
い
う
。
社
屋
や
工
場
が
被

災
し
て
、
社
内
シ
ス
テ
ム
が
使
え
な

く
な
っ
た
り
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
り
す
る
事
態
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ク
ラ
ウ
ド
上
の
メ
ー
ル
や
グ
ル
ー

プ
ウ
ェ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
避

難
先
や
自
宅
な
ど
か
ら
モ
バ
イ
ル
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
情
報
交

換
が
行
え
る
。
社
日
の
安
否
や
建
物

の
被
災
状
況
な
ど
の
情
報
を
収
集
、

把
握
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
即
し
た
適
切
な

経
営
判
断
を
ド
す
こ
と
も
可
能
だ
。

　
ま
た
、
「
顧
客
・
取
引
先
へ
自
社
の

状
況
を
伝
え
る
危
機
管
理
広
報
な
ど
、

迅
速
な
情
報
発
信
を
通
じ
て
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
事
業
継
続
に
役
茫
て

る
こ
と
も
で
き
ま
す
」
と
ｙ
汲
を
述

べ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
の
文
書
を
。
専
Ｌ
化
し
、
ク

ラ
ウ
ド
上
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
や
フ

ァ
イ
ル
サ
ー
バ
に
保
管
し
て
お
く
。

こ
れ
に
よ
り
、
出
社
で
き
な
い
よ
う

な
状
況
で
も
、
電
子
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

参
照
し
て
業
務
を
継
続
で
き
る
。

既
存
－
Ｔ
を
組
み
合
わ
せ
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
ク
ラ
ウ
ド

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
Ｉ
Ｔ
－
Ｂ
Ｃ
Ｍ
（
Ｉ
Ｔ

ｉ

の
事
業
継
続
管
理
）
を
考
え
る
う
え

で
、
欠
か
せ
な
い
の
が
デ
ー
タ
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
だ
。
そ
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
複
数
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ

イ
ト
に
デ
ー
タ
を
分
散
し
て
保
管
す

る
こ
と
で
あ
る
。
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・

運
用
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
複
数
の

サ
イ
ト
を
設
け
る
と
な
る
と
、
コ
ス

ト
や
保
守
管
理
の
負
荷
が
大
き
く
な

る
問
題
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
て
デ
ー
タ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
。
デ
ー
タ
の
増
大
に
応
じ
て
ス

ト
レ
ー
ジ
の
容
量
を
増
や
す
な
ど
、

柔
軟
に
対
応
で
き
る
利
点
も
あ
る
。

た
だ
し
、
自
然
災
害
か
ら
デ
ー
タ
を

保
護
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
選
択
で
は
注
意
が
必
要
だ
。

　
東
日
本
人
震
災
で
は
、
東
北
か
ら

関
東
ま
で
広
域
で
地
震
・
津
波
・
火

災
な
ど
の
各
伴
仮
害
が
発
生
し
た
。

日
本
列
島
に
は
、
震
源
と
な
る
プ
レ
ー

ト
が
複
数
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
意
味
で
も
、
「
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
イ
ト
の

構
築
は
、
屯
・
に
物
理
的
に
２
拠
点
以

Ｌ
に
分
散
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
賢

な
る
複
数
の
プ
レ
ー
ト
に
分
散
さ
せ

て
拠
点
を
構
築
し
て
お
く
と
い
い
で

し
ょ
う
」
と
、
戸
村
理
丿
長
は
助
。
一
。
。
‥

す
る
。

＿-

　
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す
る
と
い
っ
て

も
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
環
境
な
ど
に

よ
っ
て
企
業
ご
と
に
事
情
は
異
な
る
。

ど
の
シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ
ウ
ド
ヘ
移
行

す
れ
ば
効
果
的
な
の
か
、
迷
う
企
業

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
戸
村
理
事
長
は
ク
ラ
ウ

ド
と
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
を
組
み
合
わ
せ

た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
ク
ラ
ウ
ド
」

を
商
標
登
録
し
て
提
案
し
て
き
た
。

企
業
が
保
有
す
る
Ｉ
Ｔ
リ
ソ
ー
ス
の

リ
ス
ク
評
価
と
対
応
を
行
う
「
ク
ラ

ウ
ド
化
リ
ス
ク
マ
ッ
ピ
ン
グ
記
述

浬
」
を
参
考
に
、
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入

を
検
討
す
る
方
法
も
あ
る
と
い
う

（
図
）
。
メ
ー
ル
な
ど
情
報
系
シ
ス
テ

ム
を
手
始
め
に
ク
ラ
ウ
ド
ヘ
移
行
し
、

そ
の
使
い
勝
手
や
効
果
を
確
か
め
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ社のﾋﾞｼﾞﾈｽ情報ｻｲﾄ
01AMO闇

ｏｎｌｉｎｏ

ダイヤモンド社のビジネス情報サイト

｢ダイヤモンド･オンライン(DIAMONDonline)｣でも掲載中!

詳しくはこちら→http://diamond.jp/
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